
R３年度農業所得1000万円経営体育成 達成事例

【主品目・規模・生産量】
－

【従事者】
ー

【試算所得】
－

【主品目・規模・生産量】
水稲（早期） 104a（4.16t）
水稲 （普通期）582a（26.19t）
高菜 46a（16.1t）
WCS 716a（85.92t）
飼料作物 3,176a（635.2t）
作業受託（田植・収穫）延べ800a

【従事者】
オペレーター 7人

【試算所得】
1,200万円

改善前 改善後

【改善内容１】

『生産組合から農事組合法人へ』

【関係機関による支援内容】
○集落での話し合いによる合意形成を支援
○法人化支援・法人運営支援
○制度資金（R1）を活用しコンバインを導入

【農家の取組み状況】
○作業受託面積の拡大（0a → 延べ 800a）

地区名：離島地域

営農形態：法人経営

営農類型：土地利用

【改善内容２】

『新規品目の導入』

【関係機関による支援内容】
○露地品目の導入（高菜）推進
○飼料作物の情報提供、栽培指導
○放牧推進、勉強会の開催、現地指導

【農家の取組み状況】
○新規品目の状況
高菜 46a

○飼料作物の品種検討および実証
○放牧地の検討、組合員による放牧の実証

【所得向上に向けた課題】

１ 農業機械の導入、役割分
担の明確化により効率的かつ
低コストな作業体系を構築

２ 地域の担い手不足を考慮
し効率的な農地の集約、農地
の有効活用


